
2023年はアダム・スミス生誕300年、ディビッド・リカードウ没後

200年にあたります。この機会に、古典派経済学や穀物法論争や通商政

策の歴史に詳しい服部正治先生をお招きし特別講義を実施していただく

ことになりました。現在、ウクライナでの戦争状態のなか、穀物輸出国

と穀物輸入国の関わりにも関心が高まっています。この特別講義は、穀

物輸出国と穀物輸入国の歴史的関係や世界の現状を考えるよい機会です。

講義形式は、対面とオンラインのハイブリッド形式です。多数の皆様の

参加をお待ちしております。

「穀物輸入国と穀物輸出国、その歴史的関係」
講師：服部正治（立教大学名誉教授）

明治大学大学院
政治経済学研究科 特別講義

学内・学外を問わず参加可能です（事前予約必須）
参加をご希望の方はＱＲコードからご予約ください

【事前予約期限：3月6日（月）17：00まで】

2023年3月9日（木）15：20～ 17：00
駿河台キャンパスリバティタワー６階 1065教室

【対面／Zoomによるオンライン】ハイブリッド形式での実施
会場参加・オンライン参加を選択して参加いただけます

≪お問い合わせ先≫
明治大学大学院事務室（政治経済学研究科）
Tel ：03-3296-4150
Mail：seikeiken@mics.meiji.ac.jp

【講師プロフィール】
金沢大学法文学部卒。立教大学大学院経済学研究科、立教大学経済学部教授
を経て、現在立教大学名誉教授。経済学史学会代表幹事を歴任。著書に『穀
物の経済思想史』(知泉書館、2017年）、『イギリス食料政策論』（2014年、
日本経済評論社）、『自由と保護―イギリス通商政策論史―』(ナカニシヤ
出版、2002年)、『穀物法論争』(昭和堂、1991年)等。
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